
ラマンイメージングによる
最新アプリケーションのご紹介

超高速・最高空間分解能ラマンイメージングを実現！

レーザーラマン顕微鏡 RAMANtouch（ラマンタッチ）

ナノフォトン株式会社

わずか数分で10万画素を超えるラマンイメージング取得可能な
レーザーラマン顕微鏡です。ラマンスペクトルから、1.物質の同定、
2.結晶多形・擬似多形の識別、3.分子の化学結合情報、4.結晶性、
5.応力、6.分子の配向などが評価可能です。

アプリ1 ラインレーザー照射による多層フィルムの非破壊分析
ラマン分光法では、共焦点光学系がピンボケ部分から生じた光を遮断し、焦点面で生じたラマン散
乱光のみを検出します。RAMANtouchは、深さ方向にも高い空間分解能を有し、1µm以下の薄層
の断面像が断面出しをせずに取得できる世界最高性能を有しています。左図は、多層フィルムを、非
破壊で断層 観察した画像です。油浸対物レンズ使用により、空間分解能が格段に向上し、約300nm
という極薄層を分離・検出することが可能です。

ライン照明しながら
Z軸方向に動きます

アプリ2 表面の成分分布の評価：凹凸のある表面に沿ってイメージング「ZTrack」
RAMANtouchに搭載された機能「ZTrack」を使えば、表面形状に沿ったラマンイメージングを取
得することが可能です。全焦点光学顕微鏡像の高さ情報をもとに、凹凸に合わせてステージを動か
しながら測定します。ステージが瞬時にフォーカス位置へ動くため、ZTrack機能のON/OFFで測
定時間はほぼ変わりません。

凹凸に合わせて
ステージが動きます

ZTrack機能：OFFZTrack機能：OFF
フォーカスがあった一部の情報しか得られない 観察視野全体の情報が得られる

ZTrack機能：ONZTrack機能：ON

リチウムイオン電池電極表面のラマンイメージング

■：カーボン ■：LiNi₁/₃Co₁/₃Mn₁/₃O₂ ■：結晶構造変化したLiNi₁/₃Co₁/₃Mn₁/₃O₂

三元系Li（Ni-Mn-Co）O₂リウチムイオン電池の正極材ラマンイメージ
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ポリエチレンフィルム中の埋没異物を解析するために、まずは光学顕微鏡で観察
して異物を見つけた後、ラマンスペクトルを取得しました。埋没異物とポリエチレ
ンの差スペクトルから異物がタルクであることが分かりましたので、タルクのピー
クでXZ方向とXY方向でラマンイメージング測定を行いました。数ミクロンオーダー
の異物の場所を精度よく簡単にレーザー走査が可能です。

タルクのピークでラマンイメージング作成

アプリ3 埋没異物分析：非破壊で評価可能

レーザー露光中にライン状レーザー
を高速に操作し、バルクの平均スペ
クトルを数秒で取り出します。これ
まで数時間から数日を要したバルク
の平均スペクトルが、わずか数秒で
取得出来ます。

上記の左図は1日以上かけて測定した結果ですが、右図はAreaFlash機能により、わずか12分で測定し
た結果です。AreaFlashだと解像度が低くなりますが、まずはAreaFlashで測定し、必要に応じて部分
的に詳細に測定すれば、時間や手間を大幅に短縮できます。

AreaFlash測定機能
(XY averaging)

SiCウエハー全面のポリタイプ分布イメージ事例

ライン照明で1日かけた測定結果 XY-Averagingで12分で測定

■4H 
■15R 
■6H-SiC

アプリ4 SiCウエハー全面のポリタイプの分布「AreaFlash」測定機能

光学顕微鏡像

XZ方向にイメージング

XY方向にイメージング

日頃の光軸調整は必要でしょうか？（レーザーラマン顕微鏡 RAMANtouch）Q
RAMANtouchには性能がほとんど低下しない光学系デザインを採用していますので、ユーザー自身による日々の光軸調整は一切不
要です。A


